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総務企画委員会
■太田市附属機関設置条例の制定
について
説明　本市における各種審議会など
について、執行機関の附属機関として
設置と運営の適正化を図るため、該当
する機関を一括して条例で新たに定め
るものです。
問　条例制定に至った経緯について
伺います。
答　令和6年度の審議会などの委員の
活動とその活動に対する対価を調査し
た中で、準附属機関についても調査を
行い、活動内容などを踏まえ精査した
結果、附属機関の条件に該当する機関
が複数確認できたことから、今回、一括
して条例を制定することとなりました。
審査結果　原案可決

■太田市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正について
説明　新たに規定される各種審議会
などの非常勤特別職の職員の報酬を
新たに制定するほか、既存の非常勤特
別職の職員の報酬について、各職員
の活動時間に応じた報酬額の変更を
行うものです。
問　今回の改正による予算額の増加
見込みについて伺います。
答　令和６年度ベースでの委員数と
実施回数により算出した報酬額の増
加分は約６９０万円で、総額では約３,
８２０万円を見込んでいます。
■その他の質問
◦報酬額の算定方法について
◦日額以外の年額や月額といった区
分における報酬額の改正について
審査結果　原案可決

■太田市職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部改正について
説明　時間外勤務の免除対象となる

子の範囲が拡大されることから、所要
の改正を行うものです。
問　３歳未満までの子が対象となって
いる現在の時間外勤務の免除申請の
件数について伺います。
答　申請の件数はほとんどないのが
現状です。今回、対象となる子の年齢
が拡大されることから、職員に対し、丁
寧に周知を行い、制度の浸透を図って
いきたいと考えています。
審査結果　原案可決

■太田市一般職の職員の給与に関す
る条例等の一部改正について
説明　公務員給与と民間給与との格
差を解消するため、給料表の改定や各
種手当の改正など、人事院の給与勧
告に準じた改正を行うものです。
問　配偶者の扶養手当が廃止され、
子への扶養手当が増額される、今回
の改正の影響を受ける扶養親族の数
について伺います。
答　令和７年２月現在、扶養手当の支
給対象となっている職員の配偶者は
２６２人、子は１,１１０人でした。
■その他の質問
◦子を有せず配偶者のみを扶養する
職員に対する手当の支給について
◦通勤手当の支給などについて
審査結果　原案可決

■太田市技能労務職員の給与の種
類及び基準を定める条例の一部改正
について
説明　一般職の職員の改正に併せ、
技能労務職員についても同様の諸手
当制度とするため、所要の改正を行う
ものです。
審査結果　原案可決

■太田市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部改
正について
説明　一般職の職員の改正に併せ、
会計年度任用職員の通勤手当につい
ても同様の制度とするため、所要の改
正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市いじめ問題専門委員会及び
太田市いじめ再調査委員会条例の一
部改正について
説明　両委員会の委員のなり手を確
保し、調査の実効性を担保するため
に、報酬を改定するものです。
問　再調査委員会の委員数と本市に
おける設置の実績について伺います。
答　委員数は５人以内であり、専門委
員会は２回の設置実績がありますが、
再調査委員会は今回初めて設置され
ます。
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議　員　本市と東京圏を鉄路で結ぶ
唯一の公共交通機関である東武鉄道
の役割を再認識するとともに、利用促
進に向けた取り組みを積極的に推進し
ていく必要があると考えますが、東京
圏への通勤通学者に対する交通費の
助成制度について、市長の所見を伺い
ます。
市　長　今後、国において小学校の
給食費が無償化となる方針であり、浮
いた予算を活用することで、財源を確
保できる見通しとなっています。担当と
協議を進めており、最低でも年間で
３万円は出せる見込みですので、通学
費の補助を実施していきたいと考えま
す。
議　員　昨今、群馬県は東京圏から
の移住先として注目されており、助成
制度の導入により、市の魅力度アップ
や中心市街地の活性化により、にぎわ
い創出の一助にもなると考えます。ま
た、東武鉄道との共存共栄にもつなが
る事業であると考えますが、所見を伺

います。
市　長　東武鉄道沿線の自治体な
どで組織する協議会があり、自治体と
東武鉄道が協調関係を築きながら、
行政も乗降客を増やすために協力し
ていくことは、非常に大切だと考えま
す。また、東京圏では物価高
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であり、３万円以上の補助を行うこと
で、太田市から東京圏に通ってもらえ
るよう、エールを送っていきたいと思い
ます。
■その他の質問
・第３次太田市総合計画の推進と次
代に向けたまちづくりについて

3月定例会　総括質疑要旨3月定例会　総括質疑要旨
2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。

議　員　本市における不登校児童生
徒数の推移について伺います。
教育部長　全国的に増加傾向にある
中で、本市ではきめ細かな支援によ
り、令和４年度は452人、５年度は436
人と減少させることができました。
議　員　ふれあい教室の利用は小学
３年生以上に限られており、拡充も視
野に入れるべきと考えますが、低学年
の不登校児童数の推移と主な要因に
ついて伺います。
教育部長　低学年の不登校児童数は
４年度14人、５年度16人で、集団生活
になじめないことや家庭環境などが主
な要因となっています。
議　員　子どもたちが取り残されない
教育環境の整備が必要と考えますが、
教育長の所見を伺います。
教育長　本市では、不登校の予防に
重点を置き、低学年では、教室復帰を
中心に小１プロブレム対策に努めてい
きたいと考えます。ふれあい教室の対
象は自学自習できる小学３年生以上

と考えており、7年度は韮川教室を加え
３カ所に拡充し、家庭からふれあい教
室、校内サポートルーム、そして教室へ
の４ステップを充実させ、学校復帰を
目指すための環境整備を進めていき
たいと思います。
■その他の質問
・長期的な健全財政を維持する予算
編成について
・本市の健康増進事業と認知症予防
について
・市民サービスの向上について
・本市の行政を中心とした農業政策
について
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　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最
終日に行われた委員長報告から要旨をお知らせします。

委員会では 委員会では 次の議案を審査しました次の議案を審査しました




